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1 はじめに 
 東日本大震災以降、被災者をはじめとして震災資料の記録・収集・保存の問題意識が
高まり、各地域機関は震災に関する記録活動が広く進められている。膨大な資料が集め
られた一方で、利活用を向上するため、各震災アーカイブへの統合的なアクセスの需要
が求められている。現在、国立国会図書館東日本大震災アーカイブ（愛称：ひなぎく）
は、多数の震災アーカイブへの横断検索機能を提供している。しかし、歴史的な地名で
記録、構築した過去の災害アーカイブに対応する統合的な検索はまだ整っていない。 
 日本では色々な地名があり、土地の地形や風土が由来となったものや、その土地に縁
のあった偉人からつけられた地名など、由来は様々である。しかし、時代の流れととも
に自治体の合併などの理由で、地名は変化するものである。そして現在の災害アーカイ
ブで過去の資料を検索する際（地名で検索する場合）、検索したい資料の時期に対応す
る地名で検索しなければならない。例えば、1956 年前の福島県双葉町の資料を抽出す
る時、昔の地名標葉町で検索しなければ結果は出てこない。 
 町の災害前の美しい姿を思い出したい被災者たちや、災害前後の比較を目的とする研
究者たちなどの人が存在することから、過去の資料を結びつけて提供する価値を軽視し
てはいけない。つまり、各アーカイブコンテンツ間の横断検索だけではなく、過去から
未来までの時間軸にコンテンツのつながりを示すものも求められている。 
 本研究では、Linked Data の視点から、歴史的な地名構造を対応でき、各災害アーカ
イブ間のリンキングを目的として、地名の変遷を対応するためのメタデータモデルを設
計する。このモデルを設計する目標は、ウェブ上で地名変遷によりバラバラになってい
る災害に関する情報を、一つの地名から、その地名に関する全てのデータ（その地名の
過去、あるいは未来）を抽出することを目指す。 
 本論文の構成は、以下のとおりである。2章では、災害アーカイブ事例の紹介を行う
とともに、そのメタデータに関する概要を述べる。3章では、地名変遷に関する研究の
現状と関連研究について説明する。4 章で地名変遷に対応するメタデータモデルの設計
について論じる。5章で実例を用いて変遷種別のモデル表現と資料とのリンキング表現
を説明する。6章ではモデルの妥当性について述べる。  
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2 災害アーカイブとそのメタデータ 
 本章では研究背景の一つとして、本研究に関連する災害アーカイブの概要や、災害ア
ーカイブのメタデータと地理情報に関する記述を述べる。 
 
2.1 災害アーカイブの事例 
 日本は自然災害が多い国である。そして災害に関するデータや報告を記録し、後世に
広く伝えるため災害アーカイブの取り組みがずっと進められている。特に東日本大震災
のとき、高速インターネットや画像、音声などのディジタルが広く普及し、ネット上で
公開、アクセスできるデジタルアーカイブの取り組みは自治体、大学だけではなく、企
業など様々な主体によって作られるようになった。 
 以下の節では、東日本大震災アーカイブと津波アーカイブの事例を紹介する。 
 
2.1.1 東日本大震災アーカイブ 
 東日本大震災により、被災者をはじめとした震災に関わった人々の「記録への意識」
と、図書館を含めた資料に関わる人々の「記録への保存意識」が高まり、行政機関によ
るもの以外に、震災直後から今日に至るまで膨大な記録の収集がされている[2]。そして
現在存在している震災デジタルアーカイブは二つの種類に分けられる。それは自らコン
テンツを収集するタイプとコンテンツを横断的に検索するタイプである。 
 そのうち、自治体や大学、企業などのアーカイブ組織によって作られた震災アーカイ
ブはほとんど自らコンテンツを収集するタイプであり、コンテンツを横断的に検索する
タイプの震災アーカイブは国会国立図書館のひなぎくやハーバード大学の日本災害
DIGITAL アーカイブ（JDA）が存在する。そこで震災アーカイブに関するいくつかの事例
を紹介する。 
 「みちのく震録伝」[13] 
 「みちのく震録伝」では、東北大学災害科学国際研究所による構築された東日本大震
災アーカイブプロジェクトである。宮城県、福島県、岩手県を中心に東北地方全域を対
象として、様々な視点から東日本大震災に関わる記憶、記録、事例、知見を収集し、ア
ーカイブしている。基本理念に基づき、幅広くあらゆる可能性を否定せずに情報の収集
や、東日本大震災の実態の解明や復興に資する知見の提供などが掲げている。 
 2015 年の時点で、公開コンテンツはやく 13 万件である。 
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 「未来へのキオク」[12] 
 「未来へのキオク」では、グーグルによる 2011 年 6 月 28 日に始まった東日本大震災
で失った思い出を復興しようというプロジェクトである。震災後の状況を記録した写
真・動画だけではなく、震災前の町並みや風景などに関する写真・動画はユーザーから
投稿、共有し、地図上で閲覧できる。 
 2017 年末の時点で、閲覧できるコンテンツは約６万件である。 
 
 「国立国会図書館東日本大震災アーカイブ（ひなぎく）」[10] 
 「ひなぎく」は、2013 年 3 月 7 日に国立国会図書館によって公開されたもので、東
日本大震災に関するデジタルデータを一元的に検索・活用できるポータルサイトである。
メタデータを利用して、各震災アーカイブに分散している情報を統合的に検索できるよ
うにしている。資料が一般公開されている場合には、その資料を閲覧することもできる。 
 2016 年 2 月の時点で、検索可能なメタデータ数は約 334 万件、連携のデータベース
は 45 個と掲げている。 
 
2.1.2 津波アーカイブ  
 津波アーカイブでは、津波災害に関する記録・新聞記事・文献といった資料を収集、
公開するアーカイブである。現状では、震災資料とともに、津波に関する情報を全て震
災アーカイブに収集するかたちが多い。日本で単なる津波に関連する資料を収集してい
るアーカイブでは津波ディジタルライブラリィが存在している。 
 津波ディジタルライブラリィ（TDL ,Tsunami Digital Library）[14] 
 津波ディジタルライブラリィでは、東北大学・群馬大学・相模女子大学が開発された
ディジタルライブラリィである。日本だけではなく、世界各地での津波情報も閲覧でき
る。TDL は、日本古来より繰り返し来襲する津波災害の歴史資料を、津波研究者の選択
を経てディジタル化し、インターネットを通した閲覧が可能である[5]。 
 古来の資料は当時の地名を使用し資料を編集しているという特徴を持つが、本研究で
は、現在の地名でも、過去の地名でも、単なる一つの地名を用いて、各アーカイブの資
料を地名でつなぐことを目指している。 
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2.2 災害アーカイブのメタデータ 
 
2.2.1 東日本大震災アーカイブのメタデータ 
 メタデータは、Web 上で流通した膨大な情報資源を効率的にアクセスできるようにす
るためによく使われている。各震災アーカイブ団体が構築した震災デジタルアーカイブ
では、自らメタデータを付与し資料を収集している。各アーカイブのサービスの目的や
対象によって、記述する方法も異なるのが現状である。 
 「ひなぎく」も独自で収集している資料に対応するため、国立国会図書館ダブリンコ
アメタデータ記述をもとに、「国会国立図書館東日本大震災アーカイブメタデータスキ
ーマ」を作成した[10]。他連携震災アーカイブとの統合検索では、メタデータの連携を通
じて、収集したメタデータをマッピングし格納することによって実現している。 
 「ひなぎく」のメタデータスキーマは、リポジトリ、メタデータリソースとリソース
の三つの実体を定義した。リポジトリは資料が集積した場所を示す実体である。メタデ
ータリソースはリソースを記述するメタデータを示す実体である。そしてリソースは、
資料のタイトルや、作成者などの情報、資料そのものを示す実体である。この三つの実
体によって、国立国会図書館自身が収録している資料も記述でき、他の震災アーカイブ
から収集したメタデータも格納し、統合的に検索できるようにしている。 
 
2.2.2 地理情報に関する記述 
 震災関連資料は地名や座標などの地理情報を必ず持っている。それを扱うために特に
配慮する必要があるメタデータとして、地理情報についての記述は欠かせないものであ
る。 
 震災アーカイブに地理情報を記述したメタデータの項目は様々である。例えば、「ひ
なぎく」のメタデータスキーマは、情報資源が対象とする場所、郵便番号、そして撮影
の場所といった項目を定義している。また、現状として、「ひなぎく」のサイト上に地
名を記述した項目は地理情報に関する項目だけではない。例えば、資料のタイトルや作
成者に地名が記述されている場合も多い。 
 本研究では、地名を利用し、災害アーカイブのメタ情報に記述された地名との繋がり
によって、各災害アーカイブの資料とのリンキングを目標している。 
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3 地名変遷と地名変遷に関する関連研究 
 前章では、本研究で対象とした災害アーカイブについて紹介した。本章では地名変遷
に関連する研究の現状と本研究の関連研究について述べる。 
 
3．1 地名変遷に関する研究の現状と需要 
 日本大百科全書により、地名とは、土地に名づけられた名称である。広義には地理的
なすべての存在に対する固有名詞の総体をさすことから、河川、海域などの名も含まれ
る[1]。そして、地名は時代によって変化するものである。日本では、行政執行に適する
規模の町村の再編が必要となり、1889 年から明治大合併、昭和大合併と平成大合併三
つの大合併が行われた。それらの変遷情報は、各市区町村が記録しているため、当然、
辞書のかたちで集成するかたちが多い。そして、技術の発展により、地理情報システム
の発達と普及、あるいは Google Maps などによる手軽な利用環境が整っている。市町村
がどのように変化してきたかを Web の地図上表現することができるようになったため、
地名変遷に関わるデータベースの取り組みが始められた。 
 日本国内では、既にいくつかの機関で地名変遷のデータベースが構築されている。国
立情報学研究所 GeoNLP[19]開発チームは、歴史的行政区域データセットβ版[15]を公開し、
1920 年以降の市区町村境界の歴史的変遷を Web 地図上で表示できる。また、筑波大学
大学院生命環境科学研究科空間情報科学分野は、2004 年から旧市町村界の地図データ
を公開し、行政界変遷 WebGIS（Web Geographic Information System）システム[16] も
構築した。これは、1889 年から 2006 年までの市町村界の変遷を地図表示する WebGIS で
ある。 
 しかし、過去の行政区画に関する記録は不確定な部分が多く、正式な記録に基づくデ
ータセットの構築は大きい課題になっている。また、前述したデータベースは行政界の
変遷が表現できるが、地名はどう変遷したのか、合併したか、あるいは改称したかなど、
そういった変遷種類を記述するデータはまだ作られていない。そして、地名の変遷に対
応する Link Data の関連活用もまだ見られていない。 
 そこで本研究では、地名の変遷種類を加えながら、Link Data 向けの地名変遷を対応
するメタデータモデルを提案する。 
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3．2 関連研究 
 関連研究として、国外では、地名変遷についてのデータモデルの研究が行われてきた。
その一つはヘルシンキ大学の Tomi Kauppinen ら[22]によるセマンティック文化財のポー
タルサイトを支援するための地理情報におけるオントロジーの研究である。その研究に
より、1865 年から 2007 年にかけてフィンランドの地名変化が全て表現できるようにな
った。 
 この研究に変遷タイプ、現在の地名と歴史地名三つのメタデータスキーマの定義を掲
げている。変遷種類と地名を定義する点では、本研究との変遷についての基本データ構
造は合致する。しかし、国によって行政区分が異なり、このモデルにより日本の地名に
適するとは言えない。 
 また、Dan Yamamoto ら[21]は日本地方自治体の変化種類を表すオントロジーを提案し、
それを利用して地名代表コードとの関連を示した。その利用方針は、本研究と大きく異
なる。本研究では、変遷種類を地名と地名の接点として扱っている。 
 本研究では、災害アーカイブという大きな背景の下で、過去日本の地名構造を適し、
地名変遷を対応するデータモデルを作成する。 
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4 地名変遷に対応するデータモデルの設計 
 3 章で述べたように、現在日本国内に構築された行政区域変遷データベースには、変
遷についての記述はまだされておらず、Link Data 向けの活用もまだ見られていない。
その課題を解決するために、4.1 節ではメタデータのための要件について述べる。そし
て、地名変遷に対応するメタデータモデルの詳細について論じる。 
 
4．1 地名変遷に対応する資料統合に求められる要件 
4.1.1 過去の行政区分に対応するデータ構造 
 現在日本は、47 の都道府県から構成され、その下に「市」・「町」・「村」が置かれ
ているが、過去には「郡」という行政区分も存在する。「郡」では、それぞれ郡制廃止
法により、1923 年に自治体（郡会）とした郡を廃止され、1926 年に行政官庁（郡長と
郡役所）とした郡を廃止されると、「郡」は単なる地理的区分になった。現在、より多
くの郡では合併や編入により消滅しているが、従来の郡の名称がそのまま使用されてい
る都道府県も多く存在している。その場合、「郡」は住所表記や広域行政圏の範囲など
に意味だけで用いられている。また、現在既存の地名に関するデータセットに記述され
た地理情報は、「市区町村」をまとめているかたちで定義されていることがほとんどで
あり、郡制度がまだ有効である時期に対する郡の変遷をその定義で記述するのは適切で
はないと考える。 
 したがって、過去と現在が異なる行政区分をもつ日本の地名を共通の方法で取り扱う
ためには、過去の行政区分にも対応できる必要があり、地名を新たに構造化する必要が
ある。具体的には、「市区町村」を分散的に定義し、「郡」の定義も行う。 
 
4.1.2 地名変遷の種類に関する記述 
 日本地名の変遷種類は様々である。前節で触れた合併、編入、改称以外にも分割、分
立などの種類もある。そして、3．1 節で述べたように、現在既存の地名データベースに
は、地名変遷の種類についての記述はまだされていないため、本研究では、地名変遷種
類の記述を分類して定義するとともに、その記述は変遷前の地名と変遷後の地名の接点
の役割も担っている。 
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4.1.3 複合イベント問題に対応するデータ記述 
 実際に地名変遷の実例を探し、見つけたデータによると、複数のイベントが同じ日に
同時に施行したケースが少なくない。例えば、町制と改称が同時に施行した場合、A村
は改称して B 村になり、B 村は町制により B 町になるのではなく、A 村は直接改称、町
制の同時施行により B町になるのである。 
 その複合イベントデータに対応するため、本研究では複数イベントが同時に施行する
場合、発生の順位に関わらずイベントがひとつひとつで施行するのを想定する。一つの
イベントが施行してから「名称を持たない」という地理的実体をさし、またその地理的
実体が次のイベントを施行する。先の町制と改称が同時に施行する例というと、町制と
改称の順位を考えず（どちらが最初でもいい）、A村は改称して「名称を持たない、で
も A村を示す区域」という地理的実体に変更し、またその地理的実体が町制により B町
になる。その名称を持たない、任意な区域が表れるものを実体として定義する。また、
イベントらが同時に施行を表現するために、別のクラスを定義する必要もある。 
 
4．2 概念モデルの検討 
 概念モデルについての検討では、詳細な記述を可能にすることが求められる一方、詳
細化するほど、メタデータを理解しにくくなる恐れがある。そのため、まずできる限り、
よりシンプルな形で、過去の地名と現在の地名をつなげるようにする。そして、地名に
より、災害アーカイブとの関連付けを作り、既に繋がっている地名に資料間のリンキン
グを実現することが重要であると考えた。そこで、図 1のようにシンプルな概念モデル
を設計した。 
 
図 1 地名変遷に対応する概念モデル 
 
 地名変遷に対応するメタデータスキーマでは、以下の 4 つの主要な実体を定義した。
各実体及び実体らの関係表現を後述する「4．3 データモデル定義」の節で詳細に述べ
る。 
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1) 地理的実体 
 地名を示す実体である。既存の地名データセットの情報構造と違うが、「4.1.1 過去
の行政区分に対応するデータ構造」で述べた。過去の行政区分に対応できるため、新た
に構造し定義した。 
 
2) イベント 
 地名変遷の種類を示す実体である。辞典や公式サイトなどにより、地名変遷の種類を
まとめた。そのうち、それぞれの特徴によって五つのタイプに分けた。 
 
3) 領域 
 4.1.3 に述べたものにより、複数のイベントが同時に施行する場合、イベントが一つ
一つで施行するのを想定し解決する。その中で、名称を持たない、任意な区域が表れる
地理的実体を、領域の地理的実体のサブクラスとして定義する。 
 
4) 複合イベント 
 複合イベント問題では、複数のイベントを一つ一つのイベントとして扱う。そのイベ
ントらを同時に施行することを明記的に記述するため、複合イベントという実体を定義
する。 
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4．3 データモデルの定義 
4.3.1 地名変遷に対応するメタデータモデル 
 4．1 節で述べた要件と 4．2で検討した概念モデルを踏まえ、実体（クラス）の定義
により、図 2 のような地名変遷に対応するメタデータのメタデータモデル（Place Name 
Changes、省略形 pnc）を設計した。本モデルに特異な要素に対しては独自の語彙を定義
する。各実体や要素の詳細は以下の節で述べる。 
 
図 2 地名変遷に対応するメタデータモデル 
 
4.3.2 地理的実体のメタデータモデル 
 4．1 節で述べたように、過去の行政区分に対応するために、地名を構造化する必要が
ある。また、地名の変遷種類から見ると、小さい行政区分から大きい行政区分になった
り、大きい行政区分から小さい行政区分に入ったりする例は一般的であり、それらをき
ちんと表すためには、既存の「市区町村」をまとめて記述するメタデータ要素では不十
分であると考えたため、それを分けて定義する他、過去時代に行政機能を持つ「郡」と
いう単位も定義する必要がある。  
 さらに、現在 Web 上に存在し、また公開されている地名変遷を記述するデータセット
は少ない一方、データの粒度も細かくない（町村以下のデータ）のは現状である。辞典
より自らデータセットをゼロから作るのも難しい。それらの制限があるため、本研究で
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は、筑波大学・村山祐司研究室が公開している行政界変遷データベース[16]のデータをベ
ースとしてモデルを設計した。その行政界変遷データベースは市町村以下のデータ（字、
町名）を持たないため、本研究では、主に都道府県市区郡町村、すなわち行政区域の変
遷を検討する。行政区域は、大きい行政単位を小さい行政単位を含む理念をベースとし
て、図 3 のように、地名を地理的実体として構造化した。 
 
 
図 3 地理的実体構造化モデル 
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 各実体（クラス）の定義は、表 1 地理的実体のクラスリストで表している。 
表 1 地理的実体に関するクラスリスト 
 
  
 表 2 は地理的実体に関するプロパティ一覧を表している。 
 
表 2 地理的実体に関するプロパティ一覧 
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4.3.3 地名変遷種類のまとめとイベントのデータモデル 
 本研究では、地名変遷種類を介して、過去の地名と現在の地名との接点をつけること
で、各地名で記録されたコンテンツのリンキングを実現できると考えた。そのため、地
名変遷種類を記述する実体を定義し、地名と地名の繋がり役として捉えた。 
 なお、変遷の種類について都道府県市区町村[7]と e-Stat 政府統計の総合窓口[8]で記
述されたものを参照しながら東北地方の実例に変更パターンも捉え、1889 年以降日本
東北地方に行われた地名変遷の種類を表 3 にまとめた。この中で、少し理解し難しい編
入合併、新設合併、分割と分立については実例を踏みながら図例で説明する。 
表 3 地名変遷種類 
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 図 4 は、編入合併の例を表している。1958 年 9 月 10 日に青森県三戸郡大館村は青森
県八戸市への編入合併が行われた。この例は、元の八戸市を廃止せず、行政区分に大館
村を加えて大きくなっただけである。 
 
図 4 編入合併 
 
 図 5 は、新設合併の例を表している。1957 年 3 月 31 日に青森県三戸郡中沢村と青森
県三戸郡島守村が新設合併により新たな青森県三戸郡南郷村になった。この場合は、中
沢村と島守村は両方廃止されている。 
 
図 5 新設合併 
 
 図 6 は、分割の例を表している。この図を表現している実例は分割の意味を説明す
るため、一部のデータしか掲げていない。この例により表しているデータでは、1904 年
4 月 7 日に青森県西津軽郡木造町を 2 つ分割して、それぞれ青森県西津軽郡の森田村、
柴田村に編入した。この場合は、木造町だけが廃止された。 
 
図 6 分割 
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 図 7 は、分立の例を表している。1901 年 7 月 1 日青森県南津軽郡竹館村の一部を竹
館村から分立して青森県南津軽郡町居村に編入した。この場合は、どちらの村でも、廃
止が発生していない。 
 
図 7 分立 
 
 表 1 の変遷種類の中に「新設/町制」のような 2 つのイベントが同時に施行するパタ
ーンは 4.1.3 に述べた複合イベントのパターンである。実際に探していた東北の地名変
遷データの中で、「新設合併」と「町制」・「市制」、「編入合併」と「町制」・「市
制」、「改称」と「町制」・「市制」をそれぞれ組み合わせて同時に施行した例は多い
が、複数のイベントを一つのイベントとして定義すれば、クラスの数が増える一方、分
割/編入のパターンに対してその定義が適用できない。そこで、4.1.3 に述べたものに
より、本研究では、複合イベントを一つ一つとして扱う。 
 また、イベントは地理的実体変化のパターン、地理的実体の「名称か領域のいずれか」
が変化した事実を示す。前述した地理的実体の定義に即した分類とイベントの種類を充
分に表現するために、イベントの変更により領域の変更、またイベントの入力と出力の
数によって以下の 5 種類に分類した。 
 
 領域が変わらないパターン 
1) 名称変更（入力 1,出力 1） 
 普通に名称改称のほか、町制施行と市制施行は実的に行政単位が変わるが、その領域
が変わらない。前述した地理的実体により、行政区域は行政単位まで明記的に定義して
いるため、例えば A 村という地理的実体、A は地名の名称ではなく、A 村全体は地名で
あること。ここで町制施行と市制施行を名称変更のパターンに扱う。例えば、A 村→A
町、あるいは、B町→B市。名称変更のパターンは下記 3つのパターンがある。 
a) 改称：名称が変わる 
b) 町制施行：町になる 
c) 市制施行：市になる 
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2) 設置（入力 0,出力 1 以上） 
 領域が変わらない、もう一つのパターンは、ある地方自治体をいくつかの部分に分け、
それぞれの部分を小さい区域として管理し、地方自治体そのものの領域が変わらない場
合である。つまり、ある地理的実体は下位区域を設置するのである。 
 
 領域が変わるパターン 
3) 合併（入力 2 以上,出力 1） 
 合併とは、二つ以上の地理的実体が一つの地理的実体になることである。そのうち、
編入合併と新設合併二つの種類に分けている。 
a) 編入合併：ある市町村を廃止し、その区域を他の市町村に編入すること 
b) 新設合併：（二つ以上）市町村を廃止し、その区域をもって新たに市町村を置
くこと 
 
4) 分区（入力 1,出力 2 以上） 
 分区は下記二つのパターンが持つ。 
a) 分立：一つの市町村から新しい市町村が分かれて生まれる（元の領域が変わ
る） 
b) 分割：一つの市町村が分かれて、2つ以上の市町村になる（元の領域は消滅）。 
 
5) 境界変更（入力 2以上,出力 2以上） 
 境界変更は市町村の領域のみが変更される場合である。意味的にある市町村の一
部を分割して他の市町村に編入することとしても理解できる。しかし、合併は定義に
より、行政単位を持つ自治体にしか扱えない。そのため、行政単位より小さな区域単
位（字とか）、あるいは区域単位を持たない領域が分割編入する場合、境界変更とし
て扱う。 
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 以上に述べたイベントの関係をモデルで表現すると、図 8のようになる。 
 
 
図 8 イベント関係 
 
 また、前述した複数のイベントを同時に発生する場合、一つ一つのイベントとして扱
うため、それらのイベントが同時に施行するのを明記的表記できるように、複合イベン
トという実体を定義した。表 3 は複合イベントのプロパティ一覧である。 
 
表 4 複合イベントのプロパティ一覧 
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5 実例によるモデルの表現 
 5 章では、4 章で述べた地名変遷データモデルを用いて実際の地名変遷データ
により、モデルはどう表現するのかについて述べる。 
 
5．1 実際の地名変遷例による変遷種類のモデル表現 
 ここで、4.3.3 節に掲げていたいくつかの変遷種類を、定義したイベントに分類し、
実際の例を使いながら、モデルの表現及びモデルの適用性を表す。 
 
5.1.1 名称変更 
 改称 
 表 5 は、宮城県に行われた改称の実例である。1897 年に宮城県宮城郡泉ヶ岳村は改
称により、名称は根白石村に変わった。そして、図 9 では、改称によって村の上位行政
単位は変わってないため、村のデータだけを用いて、モデル上で表現した。 
 改称では、自治体の名称だけが変わることを意味する。 
 
表 5 改称の実例 
変更前 変更種類 変更後 
変更年月
日 
宮城県 宮城郡 泉ヶ岳村 改称 宮城県 宮城郡 根白石村 1897.9.7 
 
 
図 9 改称のモデル表現 
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 町制施行 
 表 6 は、宮城県に行われた町制の実例である。1978 年に宮城県加美郡色麻村は町制
により、宮城県加美郡色麻町になった。図 10 は、モデル上での表現である。 
表 6 町制の実例 
変更前 変更種類 変更後 変更年月日 
宮城県 加美郡 色麻村 町制 宮城県 加美郡 色麻町 1978.4.1 
 
図 10 町制のモデル表現 
 
 市制施行 
 表 7 は、宮城県で行われた市制の実例である。1933 年に宮城県牡鹿郡石巻町は町制
により、宮城県石巻市になった。図 11 は、その実例のモデル上での表現である。 
表 7 市制の実例 
変更前 変更種類 変更後 変更年月日 
宮城県 牡鹿郡 石巻町 市制 宮城県 石巻市 1933.4.1 
 
図 11 市制のモデル表現 
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5.1.2 設置 
 区の設置 
 表 8 は、宮城県に行われた区の設置の実例である。1989 年に宮城県仙台市は区の設
置により、仙台市が青葉区、泉区、宮城野区、若林区、太白区五つの区に分けられた。
図 12 は、その実例のモデル上での表現である。 
 
表 8 区の設置の実例 
変更前 変更種類 変更後 変更年月日 
宮城県 仙台市 区の設置 
宮城県 仙台市 青葉区 
1989.4.1 
宮城県 仙台市 泉区 
宮城県 仙台市 宮城野区 
宮城県 仙台市 若林区 
宮城県 仙台市 太白区 
 
 
図 12 区の設置のモデル表現 
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5.1.3 合併 
 編入 
 表 9 は、宮城県に行われた編入合併の実例である。1928 年に宮城県の宮城郡原町、名
取郡長町は仙台市への編入合併により、新たな仙台市になった。そして、図 13 では、
都道府県下のデータだけを用いて、モデル上で表現した。 
 その中で注意すべき点は、図 13 の 2 つ仙台市は同じものではないことである。編入
合併は、編入先の自治体の廃止が発生しない。編入合併の施行により、仙台市は宮城郡
原町と名取郡長町を含んで、区域は以前より大きくなった。同じ名称を持っていても、
時代により区域が異なる。それを区別するために、各時期の地名を異なる識別子を付与
することと、名称の有効期間をつけるものである。 
 実際に、全てのデータに対し、イベントはどんな種類でも、同じ名称を持つことを問
わずに、イベントを施行する前の実体とイベント変遷した後の実体は異なるものである。 
表 9 編入の実例 
変更前 変更種類 変更後 変更年月日 
宮城県 仙台市 
編入合併 宮城県 仙台市 1928.4.1 宮城県 宮城郡 原町  
宮城県 名取郡 長町 
 
 
図 13 編入のモデル表現 
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 新設 
 表 10 は、宮城県に行われた新設合併の実例である。1948 年に宮城県の遠田郡涌谷町
と元涌谷町は新設合併により、新たな涌谷町になった。そして、図 14 では、新設合併
により生成した町の上位行政単位は変わってないため、町のデータだけを用いて、モデ
ル上で表現した。 
 編入の例で述べたように、図に出現した 2 つの涌谷町は異なるものである。しかし、
変遷合併と違って、新設合併は、全ての合併対象が市町村を廃止してから新たな市町村
を作ることを意味する。つまり、新設合併の対象は「包含、被包含」という関係ではな
く、統合を意味する。この例として、涌谷町は元涌谷町を包含するのではなく、涌谷町
と元涌谷町は町を廃止し、新しい涌谷町に統合した。新設合併前後の涌谷町は完全別の
自治体である。 
 
表 10 新設の実例 
変更前 変更種類 変更後 変更年月日 
宮城県 遠田郡 
涌谷町 
新設合併 
宮城県 遠田郡 
涌谷町 
1948.12.1 
宮城県 遠田郡 
元涌谷村 
 
 
図 14 新設のモデル表現 
 
 
 
 
 
23
5.1.4 分区 
 分割 
 表 11 は、宮城県で行われた分割の実例である。1896 年に宮城県玉造郡大崎村は分割
により、宮城県玉造郡西大崎村と宮城県玉造郡東大崎村二つの村に分かれた。そして、
図 15 では、村のデータだけを用いて、モデル上で表現した。 
 分割では、その市町村がいくつかに分割され、分けられた部分がそれぞれ新たな市町
村になることを意味する。図が表現する通り、分割によって大崎村は村域を残さずに、
新たな西大崎村と東大崎村になった。元々、大崎村のどの部分が分割され西大崎村ある
いは東大崎村になったのか、もっと詳細なデータ（大字など）を用いてモデルを作るは
ずであったが、現状では、本研究で参考する地名データベースには市区町村までのデー
タしかないほか、行政単位を持たないかたちで分割された例もある。それをどのように
モデル上に表現すればよいのか考えることが難しい。 
 
表 11 分割の実例 
変更前 変更種類 変更後 変更年月日 
宮城県 玉造郡 
大崎村 
分割 
宮城県 玉造郡 
東大崎村  
1896.4.1 
宮城県 玉造郡 
西大崎村 
 
 
図 15 分割のモデル表現 
 
 
 
 
24
 分立 
 表 11 は、青森県で行われた分立の実例である。1901 年に青森県南津軽郡竹舘村は分
立により、青森県南津軽郡竹舘村と青森県南津軽郡竹舘村町居村に分けられた。図 16
では、村のデータを用いて、モデル上で表現した。 
 分立は分割と違って、市町村の一部だけを分けて新たに市町村にし、残りの部分はそ
のまま元の市町村に属する。図に現れた 2 つの竹舘村は異なるものであり、分割後の村
域が分割前の村域と比べて小さい。 
 
表 12 分立の実例 
変更前 変更種類 変更後 変更年月日 
青森県 南津軽郡 
竹舘村 
分立 
青森県 南津軽郡 
町居村  
1901.7.1 
青森県 南津軽郡 
竹舘村 
 
 
図 16 分立のモデル表現 
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5.1.5 境界変更 
 表 13 は、岩手県で行われた郡の所属の変更の実例である。1913 年に岩手県岩手郡厨
川村の一部は境界変更により、岩手県盛岡市に入れた。図 17 では、その実例を利用し
て、モデル上での表現である。 
 図に境界変更前後の実体は同じ名称を持っているが、実際に三つの実体は領域が変化
したため、変更前の実体と異なる。 
 
表 13 境界変更の実例 
変更前 変更種類 変更後 変更年月日 
岩手県 岩手郡 
厨川村の一部 境界変更 岩手県 盛岡市 1913.6.10 
岩手県 盛岡市 
 
 
図 17 境界変更のモデル表現 
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5.1.6 複合イベント 
 複合イベントの問題では、4.1.3 に述べたように、一つ一つのイベントとして扱う。複
数のイベント間は、名称を持たない領域という実体で結びつける。具体的に実例による
複合イベントのモデル表現は以下である。 
 改称/町制施行 
 表 14 は、青森県で行われた改称/町制の実例である。1958 年に青森県上北郡浦野舘
村は、改称/町制により、青森県上北郡上北町になった。図 18 ではモデル上での表現で
ある。 
 
表 14 改称/町制施行の実例 
変更前 変更種類 変更後 変更年月日 
青森県 上北郡 
浦野舘村 
改称/町制 
青森県 上北郡 
上北町 
1958.9.1 
 
 
図 18 改称/町制施行のモデル表現 
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 改称/市制施行 
 表 14 は、青森県に行われた改称/町制の実例である。1958 年に青森県上北郡大三沢
町は、改称/市制により、青森県三沢市になった。図 19 では、その実例を利用した、モ
デル上での表現である。 
 
表 15 改称/市制の実例 
変更前 変更種類 変更後 変更年月日 
青森県 上北郡 
大三沢町 
改称/市制 青森県 三沢市 1958.9.1 
 
 
図 19 改称/市制のモデル表現 
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 編入/町制施行 
 表 16 は、岩手県で行われた編入/町制の実例である。1958 年に岩手県東磐井郡東山
村、松川村は、編入/町制により、岩手県東磐井郡東山町になった。図 20 はモデル上で
の表現である。 
 
表 16 編入/町制の実例 
変更前 変更種類 変更後 変更年月日 
岩手県 東磐井郡 
東山村 
編入/町制 
岩手県 東磐井郡 
東山町 
1958.11.1 
岩手県 東磐井郡 
松川村 
 
 
図 20 編入/町制のモデル表現 
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 編入/市制施行 
 表 17 は、宮城県で行われた編入/市制の実例である。1950 年に宮城県志田郡古川町、
荒雄村、志田村及び宮城県栗原郡宮沢村は、編入/市制により、宮城県古川市になった。
図 21 はモデル上での表現である。 
 
表 17 編入/市制の実例 
変更前 変更種類 変更後 変更年月日 
宮城県 志田郡 古川町 
編入/市制 宮城県 古川市 1950.12.15 
宮城県 志田郡 荒雄村 
宮城県 志田郡 志田村 
宮城県 栗原郡 宮沢村 
 
 
図 21 編入/市制のモデル表現 
 
 
 
30
 新設/町制施行 
 表 18 は、岩手県で行われた新設/町制の実例である。1956 年に岩手県二戸郡荒沢村、
田山村は、新設/町制により、岩手県二戸郡安代町になった。図 22 は、モデル上での表
現である。 
 
表 18 新設/町制の実例 
変更前 変更種類 変更後 変更年月日 
岩手郡 二戸郡 荒沢村 
新設/町制 
岩手郡 二戸郡 
安代町 
1956.9.31 
岩手郡 二戸郡 田山村 
 
 
図 22 新設/町制のモデル表現 
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 新設/市制施行 
 表 19 は、岩手県で行われた新設/市制の実例である。1897 年に岩手県岩手郡西根町、
西根町及び安代町は、新設/市制により、岩手県八幡平市になった。図 23 はモデル上で
の表現である。 
 
表 19 新設/市制の実例 
変更前 変更種類 変更後 変更年月日 
岩手県 岩手郡 西根町 
新設/市制 岩手県 八幡平市 2005.9.1 岩手県 岩手郡 松尾村 
岩手県 岩手郡 安代町 
 
 
図 23 新設/市制のモデル表現 
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 分割/編入 
 表 20 は、青森県で行われた分割と編入の実例である。1904 年青森県西津軽郡木造町
がいくつかの部分に分割され、一部は分割により新たな木造町になった。別の部分は分
割する同時に青森県西津軽郡の森田村へ編入し新しい森田村になった。モデルによる具
体的な表現は、図 24 で示す。 
  
表 20 分割/編入の実例 
変更前 変更種類 変更後 
変更年月
日 
青森県 西津軽郡 木造町 分割 青森県 西津軽郡 木造町 
1904.4.1 青森県 西津軽郡 木造町 
分割/編入 青森県 西津軽郡 森田村 
青森県 西津軽郡 森田村 
 
 
図 24 分割/編入のモデル表現 
 
 
 
33
5．2 実際に変遷の例による災害アーカイブのリンキングの表現 
 5．1 では、イベントに対し、実例を利用しながらそれぞれのイベント種類をモデル上
での表現で述べた。この節では、一つの地名を掲げ、その地名の過去から現在までの変
遷を例として、モデルによる資料間のリンキングが有効であることを示したい。そこで、
岩手県稗貫郡花巻市を例として表す。 
 表 21 は花巻市、1897 から現在までの変遷を表した。約 100 年に、6 回の変遷が行わ
れた。その表からわかるが、過去の行政区分は細かく、長い時間を経て合併などにより、
町の区域がどんどん大きくなったことがわかる。 
 
表 21 花巻市変遷表 
 
 
 図 26 は花巻市全ての変遷を示すモデルの表現である。図に書いた青い丸は、全て津
波アーカイブ、ひなぎくへの資料とのリンクを示す。この図により、本研究で設計した
データモデルは、理論的には災害アーカイブ間とのリンキングの実現は可能である。 
 しかし、リンクの実現ができる一方、またこの図から得た情報では、設計したモデル
がリンクの資料に対して、地名の他に、リンク資料の時間も求められている。前節で述
べたイベントに対応したモデルの表現と違って、実際の地名では図 25 のように様々な
変遷が行う。そして、同じ図のように、変遷しても名称が変わらない場合の例も少なく
34
ない。適切に資料とリンクするために、資料の時間情報がわからなければ、同じ名称で
実際に異なる地名に対して、どちらの実体を指すのか、選択が困難である。 
35
 
図 25 花巻市の地名変遷モデル 
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5．3 Linked Data を適用したメタデータの記述例 
 5.1 節は定義したイベントにより、実際の例がモデル上の表現を RDF グラフで述べ
た。本節は設計したモデルを基づき、Linked Data を適用したメタデータの RDF/Turtle
の記述例について述べる。 
 
5.3.1 改称に関するメタデータ  
 図 26 は、改称に関するデータの RDF/Turtle の記述例である。地名の識別は地名が
有効の日にちを利用した。 
 
ex:改称 a pnc:改称; 
   pnc:変更前 ex:泉ヶ岳村 188904; 
   pnc:変更後 ex:根白石村 189709; 
   pnc:変更日 "1897-09-07"^^xsd:date.   
ex:泉ヶ岳村 188904 a pnc:村; 
   pnc:被包含 ex:宮城郡 187810; 
   pnc:省略名 "泉ヶ岳村"; 
   pnc:別名 "宮城県宮城郡泉ヶ岳村"; 
   pnc:有効日開始 "1889-04-01"^^xsd:date; 
   pnc:有効日終了 "1897-09-07"^^xsd:date.   
ex:根白石村 189709 a pnc:村; 
   pnc:被包含 ex:宮城郡 187810; 
   pnc:省略名 "根白石村"; 
   pnc:別名 "宮城県宮城郡根白石村"; 
   pnc:有効日開始 "1897-09-07"^^xsd:date; 
   pnc:有効日終了 "1955-04-10"^^xsd:date; 
   pnc:コンテンツ ＜http://iss.ndl.go.jp/books/R100000002-I000000976266-00＞. 
  
ex:宮城郡 187810 a pnc:郡; 
   pnc:被包含 ex:宮城県; 
   pnc:省略名 "宮城郡"; 
   pnc:別名 "宮城県宮城郡"; 
   pnc:有効日開始 "1878-10-21"^^xsd:date; 
   pnc:有効日終了 "1926-06-30"^^xsd:date;   
ex:宮城県 a pnc:都道府県; 
   pnc:省略名 "宮城県"; 
   pnc:別名 "宮城県宮城県"; 
   pnc:コンテンツ ＜http://tsunami-dl.jp/document/019#section-
982e8d07908df825360cdacf760dc552＞; 
   pnc:コンテンツ ＜http://tsunami-dl.jp/document/019#section-
4d7034d49f8ec5dbfcf7212e3157bebb＞. 
図 26 改称に関するデータの RDF/Turtle の記述例 
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5.3.2 設置に関するメタデータ 
 図 27 は、設置に関するデータの RDF/Turtle の記述例である。地名の識別は地名が
有効の日にちを利用した。 
 
ex:設置 a pnc:設置; 
   pnc:変更後 ex:青葉区 198904; 
   pnc:変更後 ex:泉区 198904; 
   pnc:変更後 ex:宮城野区 198904; 
   pnc:変更後 ex:若林区 198904; 
   pnc:変更後 ex:太白区 198904; 
   pnc:変更日 "1989-04-01"^^xsd:date.   
ex:泉区 198904 a pnc:区; 
   pnc:被包含 ex:仙台市 198904; 
   pnc:省略名 "泉区"; 
   pnc:別名 "宮城県仙台市泉区"; 
   pnc:有効日開始 "1989-04-01"^^xsd:date; 
   pnc:コンテンツ http://jdarchive.org/ja/item/712575.   
ex:宮城野区 198904 a pnc:区; 
   pnc:被包含 ex:仙台市 198904; 
   pnc:省略名 "宮城野区"; 
   pnc:別名 "宮城県仙台市宮城野区"; 
   pnc:有効日開始 "1989-04-01"^^xsd:date; 
   pnc:コンテンツ ＜http://recorder311.smt.jp/blog/24933＞.   
ex:若林区 198904 a pnc:区; 
   pnc:被包含 ex:仙台市 198904; 
   pnc:省略名 "若林区"; 
   pnc:別名 "宮城県仙台市若林区"; 
   pnc:有効日開始 "1989-04-01"^^xsd:date; 
   pnc:コンテンツ ＜http://kn2.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/8233372＞.   
ex:青葉区 198904 a pnc:区; 
   pnc:被包含 ex:仙台市 198904; 
   pnc:省略名 "青葉区"; 
   pnc:別名 "宮城県仙台市青葉区"; 
   pnc:有効日開始 "1989-04-01"^^xsd:date; 
   pnc:コンテンツ ＜http://recorder311.smt.jp/sound/50592＞; 
   pnc:コンテンツ ＜http://archive311.tohoku-gakuin.jp/timeline.php?dt=1&i=377＞.   
ex:太白区 198904 a pnc:区; 
   pnc:被包含 ex:仙台市 198904; 
   pnc:省略名 "太白区"; 
   pnc:別名 "宮城県仙台市太白区"; 
   pnc:有効日開始 "1989-04-01"^^xsd:date; 
   pnc:コンテンツ ＜http://recorder311.smt.jp/blog/13480＞; 
   pnc:コンテンツ ＜http://archive311.tohoku-gakuin.jp/timeline.php?dt=1&i=378＞.   
＜ex:青葉区 198904＞ a pnc:区; 
   pnc:被包含 ex:仙台市 198904; 
   pnc:省略名 "青葉区"; 
   pnc:別名 "宮城県仙台市青葉区"; 
   pnc:有効日開始 "1989-04-01"^^xsd:date; 
   pnc:コンテンツ ＜http://archive311.tohoku-gakuin.jp/timeline.php?dt=1&i=377＞.   
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ex:仙台市 198904 a pnc:市; 
   pnc:被包含 ex:宮城県; 
   pnc:省略名 "仙台市"; 
   pnc:別名 "宮城県仙台市"; 
   pnc:有効日開始 "1989-04-01"^^xsd:date; 
   pnc:コンテンツ ＜http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/9548602＞.   
ex:宮城県 a pnc:都道府県; 
   pnc:省略名 "宮城県"; 
   pnc:別名 "宮城県"; 
   pnc:コンテンツ ＜http://tsunami-dl.jp/document/019#section-
982e8d07908df825360cdacf760dc552＞; 
   pnc:コンテンツ ＜http://tsunami-dl.jp/document/019#section-
4d7034d49f8ec5dbfcf7212e3157bebb＞. 
図 27 設置に関するデータの RDF/Turtle の記述例 
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5.3.3 新設に関するメタデータ 
 図 28 は、新設に関するデータの RDF/Turtle の記述例である。地名の識別は地名が
有効の日にちを利用した。 
 
ex:新設 a pnc:新設; 
   pnc:変更前 ex:涌谷町 188904; 
   pnc:変更前 ex:元涌谷町 188904; 
   pnc:変更後 ex:涌谷町 194812; 
   pnc:変更日 "1948-12-01"^^xsd:date.   
ex:涌谷町 188904 a pnc:町; 
   pnc:被包含 ex:遠田郡 188001; 
   pnc:省略名 "涌谷町"; 
   pnc:別名 "宮城県遠田郡涌谷町"; 
   pnc:有効日開始 "1989-04-01"^^xsd:date; 
   pnc:有効日終了 "1948-12-01"^^xsd:date.   
ex:元涌谷村 188904 a pnc:村; 
   pnc:被包含 ex:遠田郡 188001; 
   pnc:省略名 "元涌谷村"; 
   pnc:別名 "宮城県遠田郡元涌谷村"; 
   pnc:有効日開始 "1989-04-01"^^xsd:date; 
   pnc:有効日終了 "1948-12-01"^^xsd:date.   
ex:涌谷町 194812 a pnc:町; 
   pnc:被包含 ex:遠田郡 188001; 
   pnc:省略名 "涌谷町"; 
   pnc:別名 "宮城県宮城郡涌谷町"; 
   pnc:有効日開始 "1948-12-01"^^xsd:date; 
   pnc:有効日終了 "1955-07-15"^^xsd:date. 
   
ex:遠田郡 188001 a pnc:郡; 
   pnc:被包含 ex:宮城県; 
   pnc:省略名 "遠田郡"; 
   pnc:別名 "宮城県遠田郡"; 
   pnc:有効日開始 "1880-01-17"^^xsd:date; 
   pnc:有効日終了 "1926-07-01"^^xsd:date.   
ex:宮城県 a pnc:都道府県; 
   pnc:省略名 "宮城県"; 
   pnc:別名 "宮城県"; 
   pnc:コンテンツ ＜http://tsunami-dl.jp/document/019#section-
982e8d07908df825360cdacf760dc552＞; 
   pnc:コンテンツ ＜http://tsunami-dl.jp/document/019#section-
4d7034d49f8ec5dbfcf7212e3157bebb＞.   
図 28 新設に関するデータの RDF/Turtle の記述例 
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5.3.4 分割に関するメタデータ 
 図 29 は、分割に関するデータの RDF/Turtle の記述例である。地名の識別は地名が
有効の日にちを利用した。 
 
ex:分割 a pnc:分割; 
   pnc:変更前 ex:大崎村 187510; 
   pnc:変更後 ex:東大崎村 189604; 
   pnc:変更後 ex:西大崎村 189604; 
   pnc:変更日 "1896-04-01"^^xsd:date.   
ex:大崎村 187510 a pnc:村; 
   pnc:被包含 ex:玉造郡 187810; 
   pnc:省略名 "大崎村"; 
   pnc:別名 "宮城県玉造郡大崎村"; 
   pnc:有効日開始 "1875-10-17"^^xsd:date; 
   pnc:有効日終了 "1896-04-01"^^xsd:date.   
ex:東大崎村 189604 a pnc:村; 
   pnc:被包含 ex:玉造郡 187810; 
   pnc:省略名 "東大崎村"; 
   pnc:別名 "宮城県玉造郡東大崎村"; 
   pnc:有効日開始 "1948-12-01"^^xsd:date; 
   pnc:有効日終了 "1950-12-16"^^xsd:date.   
ex:西大崎村 189604 a pnc:村; 
   pnc:被包含 ex:玉造郡 187810; 
   pnc:省略名 "西大崎村"; 
   pnc:別名 "宮城県玉造郡西大崎村"; 
   pnc:有効日開始 "1948-12-01"^^xsd:date; 
   pnc:有効日終了 "1954-04-01"^^xsd:date. 
   
ex:玉造郡 187810 a pnc:郡; 
   pnc:被包含 ex:宮城県; 
   pnc:省略名 "玉造郡"; 
   pnc:別名 "宮城県玉造郡"; 
   pnc:有効日開始 "1978-10-21"^^xsd:date; 
   pnc:有効日終了 "1926-07-01"^^xsd:date.   
ex:宮城県 a pnc:都道府県; 
   pnc:省略名 "宮城県"; 
   pnc:別名 "宮城県"; 
   pnc:コンテンツ ＜http://tsunami-dl.jp/document/019#section-
982e8d07908df825360cdacf760dc552＞; 
   pnc:コンテンツ ＜http://tsunami-dl.jp/document/019#section-
4d7034d49f8ec5dbfcf7212e3157bebb＞. 
図 29 分割に関するデータの RDF/Turtle の記述例 
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5.3.5 境界変更に関するメタデータ 
 図 30 は、境界変更に関するデータの RDF/Turtle の記述例である。地名の識別は地
名が有効の日にちを利用した。 
 
ex:境界変更 a pnc:境界変更;  
   pnc:変更前 ex:厨川村 188904; 
   pnc:変更前 ex:盛岡市 188904; 
   pnc:変更前 ex:岩手郡 187811; 
   pnc:変更後 ex:厨川村 191306; 
   pnc:変更後 ex:盛岡市 191306; 
   pnc:変更後 ex:岩手郡 191306; 
   pnc:変更日 "1913-6-10"^^xsd:date.   
ex:厨川村 188904 a pnc:村; 
   pnc:被包含 ex:岩手郡 187811; 
   pnc:省略名 "厨川村"; 
   pnc:別名 "岩手県岩手郡厨川村"; 
   pnc:有効日開始 "1889-04-01"^^xsd:date; 
   pnc:有効日終了 "1913-6-10”^^xsd:date.   
ex:盛岡市 188904 a pnc:市; 
   pnc:被包含 ex:岩手県; 
   pnc:省略名 "盛岡市"; 
   pnc:別名 "盛岡市"; 
   pnc:有効日開始 "1889-04-01"^^xsd:date; 
   pnc:有効日終了 "1913-06-10"^^xsd:date.   
ex:岩手郡 187811 a pnc:郡; 
   pnc:被包含 ex:岩手県; 
   pnc:省略名 "岩手郡"; 
   pnc:別名 "岩手県岩手郡"; 
   pnc:有効日開始 "1878-11-26"^^xsd:date; 
   pnc:有効日終了 "1913-06-10"^^xsd:date.   
ex:厨川村 191306 a pnc:村; 
   pnc:被包含 ex:岩手郡 191306; 
   pnc:省略名 "厨川村"; 
   pnc:別名 "岩手県岩手郡厨川村"; 
   pnc:有効日開始 "1913-06-10"^^xsd:date; 
   pnc:有効日終了 "1940-01-01"^^xsd:date.   
ex:盛岡市 191306 a pnc:市; 
   pnc:被包含 ex:岩手県; 
   pnc:省略名 "盛岡市"; 
   pnc:別名 "盛岡市"; 
   pnc:有効日開始 "1913-06-10"^^xsd:date; 
   pnc:有効日終了 "1928-04-01"^^xsd:date; 
   pnc:コンテンツ ＜http://tsunami-dl.jp/document/114#section-
201f0ed2346a30a899cb2534e5d09a3a＞.   
ex:岩手郡 191306 a pnc:郡; 
   pnc:被包含 ex:岩手県; 
   pnc:省略名 "岩手郡"; 
   pnc:別名 "岩手県岩手郡"; 
   pnc:有効日開始 "1913-06-10"^^xsd:date; 
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   pnc:有効日終了 "1928-04-01"^^xsd:date.   
ex:岩手県 a pnc:都道府県; 
   pnc:省略名 "岩手県"; 
   pnc:別名 "岩手県"; 
   pnc:コンテンツ ＜http://tsunami-dl.jp/document/114#section-
2277c8dcb65f052abd8632270c740108＞. 
図 30 境界変更に関するデータの RDF/Turtle の記述例 
43
5.3.6 分割/編入に関するメタデータ 
 図 31 は、分割/編入に関するデータの RDF/Turtle の記述例である。地名の識別は地
名が有効の日にちを利用した。 
 
ex:複合イベント a pnc:複合イベント; 
   pnc:部分 ex:分割; 
   pnc:部分 ex:編入; 
   pnc:複合表記 "分割/編入".   
ex:分割 a pnc:分割; 
   pnc:変更前 ex:木造町 190105; 
   pnc:変更後 ex:木造町 190404; 
   pnc:変更後 ex:領域＿木造町 190404; 
   pnc:変更日 "1904-04-01"^^xsd:date.   
ex:木造町 190105 a pnc:町; 
   pnc:被包含 ex:西津軽郡 187810; 
   pnc:省略名 "木造町"; 
   pnc:別名 "青森県西津軽郡木造町"; 
   pnc:有効日開始 "1901-05-01"^^xsd:date; 
   pnc:有効日終了 "1904-04-01"^^xsd:date.   
ex:木造町 190404 a pnc:町; 
   pnc:被包含 ex:西津軽郡 187810; 
   pnc:省略名 "木造町"; 
   pnc:別名 "青森県西津軽郡木造町"; 
   pnc:有効日開始 "1904-04-01"^^xsd:date; 
   pnc:有効日終了 "1955-03-30"^^xsd:date.   
ex:領域＿木造町 190404 a pnc:領域.   
ex:編入 a pnc:編入; 
   pnc:変更前 ex:領域＿木造町 190404; 
   pnc:変更前 ex:森田村 188904; 
   pnc:変更後 ex:森田村 190404; 
   pnc:変更日 "1904-04-01"^^xsd:date.   
ex:森田村 188904 a pnc:町; 
   pnc:被包含 ex:西津軽郡 187810; 
   pnc:省略名 "森田村"; 
   pnc:別名 "青森県西津軽郡森田村"; 
   pnc:有効日開始 "1889-04-01"^^xsd:date; 
   pnc:有効日終了 "1904-04-01"^^xsd:date.   
ex:森田村 190404 a pnc:町; 
   pnc:被包含 ex:西津軽郡 187810; 
   pnc:省略名 "森田村"; 
   pnc:別名 "青森県西津軽郡森田村"; 
   pnc:有効日開始 "1904-04-01"^^xsd:date; 
   pnc:有効日終了 "2005-02-11"^^xsd:date.   
ex:西津軽郡 187810 a pnc:郡; 
   pnc:被包含 ex:青森県; 
   pnc:省略名 "西津軽郡"; 
   pnc:別名 "青森県西津軽郡"; 
   pnc:有効日開始 "1878-10-30"^^xsd:date; 
   pnc:有効日終了 "1926-07-01"^^xsd:date.   
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ex:青森県 a pnc:都道府県; 
   pnc:省略名 "青森県"; 
   pnc:別名 "青森県". 
図 31 分割/編入に関するデータの RDF/Turtle の記述例 
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6 考察 
 本研究では、地名変遷に対応するメタデータモデルを定義した。本章では、定義した
データモデルの妥当性について検討する。 
 
6．1 モデルの適用範囲 
 まず、地名と変遷データを適用可能な範囲について述べる。 
 本研究では、収集した地名変遷のデータにより、地名を地理的実体として、主に行政
区域に関するデータを検討している。しかし、地名には、行政区域の他に行政機能を持
たない河川、海域などがあり、同じ性質をもっているなどの理由からひとまとめにされ
る地域もある。実際に地名変遷のデータを探したところ、非行政区域の地名を変更した
例もあった。例えば青森県南部から宮城県の牡鹿半島に至る三陸海岸一帯を占める陸中
海岸国立公園では、東日本大震災による津波で大きい被害を受け、復興などの目的とし
て三陸復興国立公園の名称に改称された。このような非行政区域の変遷情報を多く取得
できれば、今後の検討対象として利用できるであろう。また、地名変遷データの収集は
言辞的には非常に困難を伴う作業である。本研究でベースとして利用した変遷データは
筑波大学大学院生命環境科学研究科空間情報科学分野が公開した旧市町村界の地図デ
ータである。そのデータは市町村までしか記録されていないため、行政区域のデータモ
デルの検討にあたっても主に市町村の視点から考え、市町村より粒度の細かい区域につ
いては町名だけで定義した。字や、番地までに関する過去の変遷を網羅的に記述したデ
ータの存在は確認できていないが、もし今後そういう情報を収集できれば、町名だけで
表現できるかどうかも検討することができることになる。また、本論文で扱った三県以
外の国内の地名とその変遷、また市区町村以下の地名とその変遷といった細かなレベル
のデータを利用して、現在のモデルを用いて全て表現できるかどうか、そういうデータ
の収集によりまた検討する必要がある。 
 本研究で設計したモデルは、日本の地名とその変遷にしか適用できないと考えられる。
地域の区分構造、住所の構造、地名の変化の形は国により異なる。そのため、様々な国
に適用可能な汎用的なモデルを作ることは大変難しい。 
 次に、リンクデータの適用範囲について検討する。本研究において設計したモデルは、
図 25 のように、一つの地名から、その地名の過去あるいは未来の地名と繋ぐにより、
各地名が含まれる資料を繋ぐことができるようにした。つまり、時間軸上の資料のリン
キングを実現したと言える。しかし、災害は多数の地域に影響が及ぼすことが一般であ
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るため、地域間での資料のリンキングにも適用性を広げる必要がある。例えば、一つの
地名ではなく、一つの災害により、影響されたすべての地域の資料を提供するといった
機能の実現に利用できるデータの開発が求められる。こうした機能の実現のためのモデ
ルの開発は将来に残された課題である。 
 
6．2 実例に基づくモデルの表現力の検討 
 本研究では、1889 年から青森県、宮城県、岩手県東北三県の地名と市区町村の変遷を
ベースにして検討した。現在のところ、三県の実際の変遷の例を用い、非行政区域、ま
た町名以下の地名を除く地名とその変遷は、設計したデルにより全て表現できる。 
 設置イベントの場合、下位区域の設置により領域の変化がないため、イベントに入力
がなく出力のみがある形で表現している。収集した三県における設置の例は一つしかい
ないため、現在の方法が妥当かどうか検討の余地があると考えている。 
 
6．3 イベントの定義の妥当性 
 本研究では、変化により地理的実体の領域が変わるかどうか、またイベントの入出力
の数をベースとしてイベントを分類した。収集した変遷データの粒度と範囲により、議
論が制限されているといった課題がある。5章で述べたように、東北 3県（宮城県、青
森県、岩手県）の地名変遷は、本研究で設計したモデルによって全て表現できることが
わかった。日本全国の地名に対しても妥当であるかどうかの検討は残された課題である。 
特に現在の定義では東京都のような特別な性質を持つ行政区域に対し適切に適用可能
かどうかも検討する必要がある。こうした点は、本研究が東日本大震災アーカイブの利
活用性向上を目的としてスタートしたこともあり、将来への課題として残された。 
 
6．4 正式に公開された地名変化のデータセットに対する需要 
 実際に地名変化のデータを探したところ、現在既存のデータセットは行政界変遷を記
述するものであるため、本研究で利用したもののように市町村までしか記述されていな
いのが現状である。より細粒度のデータがあれば、より高度な機能を実現できる一方、 
現在のモデルがそういうデータに対して十分に対応できるかどうかについての検討が
必要になると思われる。 
 また、過去の地名についての記録が不確かである部分が多い一方、収集した変化のパ
ターンの一部は法令に基づく明確な定義がなされていないものも含まれ、変化のケース
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は各データセットごとにルールや定義により、表記方法が異なる。そのため、公式的な
記録に基づき、地名変遷のデータセットを構築するのは大変難しい課題である。 
7 おわりに 
 本研究では、まず地名変遷に対応するメタデータモデルの設計の問題提起について、
災害アーカイブの視点から研究の背景を踏まえ、地名変遷に関連する研究の現状や課題
を紹介した。そして、Linked Data の視点から災害アーカイブ間のリンキングを目指し、
地名変遷に対応するメタデータモデルを設計した。そこで重要となった地理的実体とイ
ベントの定義を行った。これらのモデルを利用することで、災害アーカイブ資料間のリ
ンキングを支えることだけではなく、地域指向の資料とのリンキングも支援できると考
えている 
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付録 
Class List: 
地理的実体 村 分立 
領域 町名 名称変更 
行政区域 イベント 改称 
都道府県 合併 町制施行 
市 編入 市制施行 
郡 新設 設置 
区 分区 境界変更 
町 分割 複合イベント 
 
Property List: 
部分 包含 被包含 
省略名 別名 有効日開始 
有効日終了 連携データ コンテンツ 
変更前 変更後 変更日 
複合表記   
 
51
Class: 
Class: 地理的実体 
Label: 地理的実体 
Definition: 固有の名称が付与された地点や区域 
SubClass: 領域；行政区域；町名 
SuperClass: - 
Note： - 
Properties include: 
 
Class: 領域 
Label: 領域 
Definition: 名称を持たない、任意の領域を表す。複合イベントの記述の際に用いる。 
SubClass: - 
SuperClass: 地理的実体 
Note：  
Properties include: 
 
Class: 行政区域 
Label: 行政区域 
Definition: 都道府県、市町村などの行政単位によって決まる区域 
SubClass: - 
SuperClass: 地理的実体 
Note： - 
Properties include: 
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Class: 都道府県 
Label: 都道府県 
Definition: 日本の広域普通地方公共団体である「都」、「道」、「府」、「県」の総称をまとめて表す 
SubClass: - 
SuperClass: 行政区域 
Note： - 
Properties include: 
 
Identifier Label Value Type Obligation Definition 
pnc:包含 包含 地理的実体 0-n 同時期に存在、ある地域区分を別の地域区分を含むと
いう関係を表す 
pnc:被包含 被包含 地理的実体 0-n 同時期に存在、ある地域区分を別の地域区分を含まれ
るという関係を表す 
pnc:省略名 省略名 xsd:string 0-1 地名の一部が省略された名称 
pnc:別名 別名 xsd:string 0-n 地名の正式な名称以外に一般的に使用されている名称 
pnc:有効日開始 有効日開始 xsd:date 0-1 ある地理的実体が有効になる日を記述する 
pnc:有効日終了 有効日終了 xsd:date 0-1 ある地理的実体が廃止された日を記述する 
pnc:連携データ 連携データ - 0-n 該当地理的実体に関連するデータセット、外部 LOD、
座標系などを記述する 
pnc:コンテンツ コンテンツ xsd:anyURI 0-n 該当地理的実体の関連コンテンツなどを参照する URL
を記述する 
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Class: 市 
Label: 市 
Definition: 行政区域の一種、市を表す 
SubClass: - 
SuperClass: 行政区域 
Note： - 
Properties include: 
 
Identifier Label Value Type Obligation Definition 
pnc:包含 包含 地理的実体 0-n 同時期に存在、ある地域区分を別の地域区分を含むと
いう関係を表す 
pnc:被包含 被包含 地理的実体 0-n 同時期に存在、ある地域区分を別の地域区分を含まれ
るという関係を表す 
pnc:省略名 省略名 xsd:string 1 地名の一部が省略された名称 
pnc:別名 別名 xsd:string 0-n 地名の正式な名称以外に一般的に使用されている名称 
pnc:有効日開始 有効日開始 xsd:date 0-1 ある地理的実体が有効になる日を記述する 
pnc:有効日終了 有効日終了 xsd:date 0-1 ある地理的実体が廃止された日を記述する 
pnc:連携データ 連携データ - 0-n 該当地理的実体に関連するデータセット、外部 LOD、
座標系などを記述する 
pnc:コンテンツ コンテンツ xsd:anyURI 0-n 該当地理的実体の関連コンテンツなどを参照する URL
を記述する 
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Class: 郡 
Label: 郡 
Definition: 都道府県の下位区分の一つで、町・村を包括する区画 
SubClass: - 
SuperClass: 行政区域 
Note： 1878 年（明治 11）府・県の下の行政区画とされ、1890 年の郡制によって地方自治体としての権能が
明確になったが、1923 年（大正 12）廃止。以後、地理的区画となった。旧地名に対応するため、この
モデルでは郡は行政区分の一種として扱う。 
Properties include: 
 
Identifier Label Value Type Obligation Definition 
pnc:包含 包含 地理的実体 0-n 同時期に存在、ある地域区分を別の地域区分を含むと
いう関係を表す 
pnc:被包含 被包含 地理的実体 0-n 同時期に存在、ある地域区分を別の地域区分を含まれ
るという関係を表す 
pnc:省略名 省略名 xsd:string 1 地名の一部が省略された名称 
pnc:別名 別名 xsd:string 0-n 地名の正式な名称以外に一般的に使用されている名称 
pnc:有効日開始 有効日開始 xsd:date 0-1 ある地理的実体が有効になる日を記述する 
pnc:有効日終了 有効日終了 xsd:date 0-1 ある地理的実体が廃止された日を記述する 
pnc:連携データ 連携データ - 0-n 該当地理的実体に関連するデータセット、外部 LOD、
座標系などを記述する 
pnc:コンテンツ コンテンツ xsd:anyURI 0-n 該当地理的実体の関連コンテンツなどを参照する URL
を記述する 
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Class: 区 
Label: 区 
Definition: 地方自治法において設けられた行政上の単位となる地域 
SubClass: - 
SuperClass: 行政区域 
Note： - 
Properties include: 
 
Identifier Label Value Type Obligation Definition 
pnc:包含 包含 地理的実体 0-n 同時期に存在、ある地域区分を別の地域区分を含むと
いう関係を表す 
pnc:被包含 被包含 地理的実体 0-n 同時期に存在、ある地域区分を別の地域区分を含まれ
るという関係を表す 
pnc:省略名 省略名 xsd:string 1 地名の一部が省略された名称 
pnc:別名 別名 xsd:string 0-n 地名の正式な名称以外に一般的に使用されている名称 
pnc:有効日開始 有効日開始 xsd:date 0-1 ある地理的実体が有効になる日を記述する 
pnc:有効日終了 有効日終了 xsd:date 0-1 ある地理的実体が廃止された日を記述する 
pnc:連携データ 連携データ - 0-n 該当地理的実体に関連するデータセット、外部 LOD、
座標系などを記述する 
pnc:コンテンツ コンテンツ xsd:anyURI 0-n 該当地理的実体の関連コンテンツなどを参照する URL
を記述する 
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Class: 町 
Label: 町 
Definition: 地方公共団体のひとつ、市と村の中間に位する 
SubClass: - 
SuperClass: 行政区域 
Note： - 
Properties include: 
 
Identifier Label Value Type Obligation Definition 
pnc:包含 包含 地理的実体 0-n 同時期に存在、ある地域区分を別の地域区分を含むと
いう関係を表す 
pnc:被包含 被包含 地理的実体 0-n 同時期に存在、ある地域区分を別の地域区分を含まれ
るという関係を表す 
pnc:省略名 省略名 xsd:string 1 地名の一部が省略された名称 
pnc:別名 別名 xsd:string 0-n 地名の正式な名称以外に一般的に使用されている名称 
pnc:有効日開始 有効日開始 xsd:date 0-1 ある地理的実体が有効になる日を記述する 
pnc:有効日終了 有効日終了 xsd:date 0-1 ある地理的実体が廃止された日を記述する 
pnc:連携データ 連携データ - 0-n 該当地理的実体に関連するデータセット、外部 LOD、
座標系などを記述する 
pnc:コンテンツ コンテンツ xsd:anyURI 0-n 該当地理的実体の関連コンテンツなどを参照する URL
を記述する 
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Class: 村 
Label: 村 
Definition: 最小の地方公共団体、村を表す 
SubClass: - 
SuperClass: 行政区域 
Note： - 
Properties include: 
 
Identifier Label Value Type Obligation Definition 
pnc:包含 包含 地理的実体 0-n 同時期に存在、ある地域区分を別の地域区分を含むと
いう関係を表す 
pnc:被包含 被包含 地理的実体 0-n 同時期に存在、ある地域区分を別の地域区分を含まれ
るという関係を表す 
pnc:省略名 省略名 xsd:string 1 地名の一部が省略された名称 
pnc:別名 別名 xsd:string 0-n 地名の正式な名称以外に一般的に使用されている名称 
pnc:有効日開始 有効日開始 xsd:date 0-1 ある地理的実体が有効になる日を記述する 
pnc:有効日終了 有効日終了 xsd:date 0-1 ある地理的実体が廃止された日を記述する 
pnc:連携データ 連携データ - 0-n 該当地理的実体に関連するデータセット、外部 LOD、
座標系などを記述する 
pnc:コンテンツ コンテンツ xsd:anyURI 0-n 該当地理的実体の関連コンテンツなどを参照する URL
を記述する 
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Class: 町名 
Label: 町名 
Definition: 町域、または市区町村の下の行政区分の表記を表す 
SubClass: - 
SuperClass: 地理的実体 
Note： - 
Properties include: 
 
Identifier Label Value Type Obligation Definition 
pnc:包含 包含 地理的実体 0-n 同時期に存在、ある地域区分を別の地域区分を含むと
いう関係を表す 
pnc:被包含 被包含 地理的実体 0-n 同時期に存在、ある地域区分を別の地域区分を含まれ
るという関係を表す 
pnc:省略名 省略名 xsd:string 1 地名の一部が省略された名称 
pnc:別名 別名 xsd:string 0-n 地名の正式な名称以外に一般的に使用されている名称 
pnc:有効日開始 有効日開始 xsd:date 0-1 ある地理的実体が有効になる日を記述する 
pnc:有効日終了 有効日終了 xsd:date 0-1 ある地理的実体が廃止された日を記述する 
pnc:連携データ 連携データ - 0-n 該当地理的実体に関連するデータセット、外部 LOD、
座標系などを記述する 
pnc:コンテンツ コンテンツ xsd:anyURI 0-n 該当地理的実体の関連コンテンツなどを参照する URL
を記述する 
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Class: イベント 
Label: イベント 
Definition: 地名が変更した出来事を表す。地名の変化において関連する地理的実体を結びつける。 
SubClass: 合併;分区;名称変更;設置;境界変更 
SuperClass: - 
Note： - 
Properties include: 
 
Class: 合併 
Label: 合併 
Definition: 地名が変更した出来事を表す。地名の変化において関連する地理的実体を結びつける。 
SubClass: 編入;新設 
SuperClass: イベント 
Note： 領域が変わり、入力２以上、出力１のパターン（例：A市、B村→A 市） 
Properties include: 
 
Identifier Label Value Type Obligation Definition 
pnc:変更前 変更前 地理的実体 0-n イベントにより変更された地名に対してその変更前の
地名を記述する 
pnc:変更後 変更後 地理的実体 0-n イベントにより変更された地名に対してその変更した
後の地名を記述する 
pnc:変更日 変更日 xsd:date 0-1 イベントが変更する日にちを記述する 
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Class: 編入 
Label: 編入 
Definition: ある市町村を廃止し、その区域を他の市町村の区域に加えること 
SubClass: - 
SuperClass: 合併 
Note： 市町村 A の領域が名称変化せず増加、残りの市町村の領域が消滅 
Properties include: 
 
Identifier Label Value Type Obligation Definition 
pnc:変更前 変更前 地理的実体 0-n イベントにより変更された地名に対してその変更前の
地名を記述する 
pnc:変更後 変更後 地理的実体 0-n イベントにより変更された地名に対してその変更した
後の地名を記述する 
pnc:変更日 変更日 xsd:date 0-1 イベントが変更する日にちを記述する 
 
Class: 新設 
Label: 新設 
Definition: 二以上の市町村を廃止し、その区域をもって新たな一の市町村を置くこと 
SubClass: - 
SuperClass: 合併 
Note： 全ての市町村が消滅し、新しい領域の市町村が設置されること 
Properties include: 
 
Identifier Label Value Type Obligation Definition 
pnc:変更前 変更前 地理的実体 0-n イベントにより変更された地名に対してその変更前の
地名を記述する 
pnc:変更後 変更後 地理的実体 0-n イベントにより変更された地名に対してその変更した
後の地名を記述する 
pnc:変更日 変更日 xsd:date 0-1 イベントが変更する日にちを記述する 
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Class: 分区 
Label: 分区 
Definition: 一つの市町村が複数の市町村に移行するパターンを表す 
SubClass: 分割;分立 
SuperClass: イベント 
Note： 領域が変わり、かつ、入力１、出力２以上のパターン（例：A町→A'町、B町） 
Properties include: 
 
Identifier Label Value Type Obligation Definition 
pnc:変更前 変更前 地理的実体 0-n イベントにより変更された地名に対してその変更前の
地名を記述する 
pnc:変更後 変更後 地理的実体 0-n イベントにより変更された地名に対してその変更した
後の地名を記述する 
pnc:変更日 変更日 xsd:date 0-1 イベントが変更する日にちを記述する 
 
Class: 分割 
Label: 分割 
Definition: ある市町村を廃止し、その区域を分けて二以上の市町村を置くこと 
SubClass: - 
SuperClass: 分区 
Note： 元の市町村は消滅 
Properties include: 
 
Identifier Label Value Type Obligation Definition 
pnc:変更前 変更前 地理的実体 0-n イベントにより変更された地名に対してその変更前の
地名を記述する 
pnc:変更後 変更後 地理的実体 0-n イベントにより変更された地名に対してその変更した
後の地名を記述する 
pnc:変更日 変更日 xsd:date 0-1 イベントが変更する日にちを記述する 
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Class: 分立 
Label: 分立 
Definition: ひとつの市町村から新しい市町村が分かれて設置される 
SubClass: - 
SuperClass: 分区 
Note： 元市町村の領域が変わる 
Properties include: 
 
Identifier Label Value Type Obligation Definition 
pnc:変更前 変更前 地理的実体 0-n イベントにより変更された地名に対してその変更前の
地名を記述する 
pnc:変更後 変更後 地理的実体 0-n イベントにより変更された地名に対してその変更した
後の地名を記述する 
pnc:変更日 変更日 xsd:date 0-1 イベントが変更する日にちを記述する 
 
Class: 名称変更 
Label: 名称変更 
Definition: 名称しか変わらないパターンを表す 
SubClass: 改称;町制施行;市制施行 
SuperClass: イベント 
Note： 領域は変わらない、かつ、入力 1、出力 1のパターン（例：A町→B 町、A町→A市） 
Properties include: 
 
Identifier Label Value Type Obligation Definition 
pnc:変更前 変更前 地理的実体 0-n イベントにより変更された地名に対してその変更前の
地名を記述する 
pnc:変更後 変更後 地理的実体 0-n イベントにより変更された地名に対してその変更した
後の地名を記述する 
pnc:変更日 変更日 xsd:date 0-1 イベントが変更する日にちを記述する 
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Class: 改称 
Label: 改称 
Definition: 自治体名の改称（読みの変更も含む）を表す 
SubClass: - 
SuperClass: イベント 
Note： - 
Properties include: 
 
Identifier Label Value Type Obligation Definition 
pnc:変更前 変更前 地理的実体 0-n イベントにより変更された地名に対してその変更前の
地名を記述する 
pnc:変更後 変更後 地理的実体 0-n イベントにより変更された地名に対してその変更した
後の地名を記述する 
pnc:変更日 変更日 xsd:date 0-1 イベントが変更する日にちを記述する 
 
Class: 町制施行 
Label: 町制施行 
Definition: 町制施行を表す 
SubClass: - 
SuperClass: イベント 
Note： - 
Properties include: 
 
Identifier Label Value Type Obligation Definition 
pnc:変更前 変更前 地理的実体 0-n イベントにより変更された地名に対してその変更前の
地名を記述する 
pnc:変更後 変更後 地理的実体 0-n イベントにより変更された地名に対してその変更した
後の地名を記述する 
pnc:変更日 変更日 xsd:date 0-1 イベントが変更する日にちを記述する 
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Class: 市制施行 
Label: 市制施行 
Definition: 市制施行を表す 
SubClass: - 
SuperClass: イベント 
Note： - 
Properties include: 
 
Identifier Label Value Type Obligation Definition 
pnc:変更前 変更前 地理的実体 0-n イベントにより変更された地名に対してその変更前の
地名を記述する 
pnc:変更後 変更後 地理的実体 0-n イベントにより変更された地名に対してその変更した
後の地名を記述する 
pnc:変更日 変更日 xsd:date 0-1 イベントが変更する日にちを記述する 
 
Class: 設置 
Label: 設置 
Definition: 下位区域を設置するパターン 
SubClass: - 
SuperClass: イベント 
Note： 領域は変わらない、かつ、入力０、出力 1以上のパターン（例：α市→α市 A区、α市 B区、α市 C
区） 
Properties include: 
 
Identifier Label Value Type Obligation Definition 
pnc:変更前 変更前 地理的実体 0-n イベントにより変更された地名に対してその変更前の
地名を記述する 
pnc:変更後 変更後 地理的実体 0-n イベントにより変更された地名に対してその変更した
後の地名を記述する 
pnc:変更日 変更日 xsd:date 0-1 イベントが変更する日にちを記述する 
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Class: 境界変更 
Label: 境界変更 
Definition: 市町村の一部を他の市町村に編入することで、市町村の法人格に変動がない 
SubClass: - 
SuperClass: イベント 
Note： 領域が変わり、かつ、入力２以上、出力２以上のパターン 
Properties include: 
 
Identifier Label Value Type Obligation Definition 
pnc:変更前 変更前 地理的実体 0-n イベントにより変更された地名に対してその変更前の
地名を記述する 
pnc:変更後 変更後 地理的実体 0-n イベントにより変更された地名に対してその変更した
後の地名を記述する 
pnc:変更日 変更日 xsd:date 0-1 イベントが変更する日にちを記述する 
 
Class: 複合イベント 
Label: 複合イベント 
Definition: 同時発生した地名の変更を表す。複数イベントの集合を表す。 
SubClass: - 
SuperClass: - 
Note：  
Properties include: 
 
Identifier Label Value Type Obligation Definition 
pnc:変更日 変更日 xsd:date 0-1 イベントが変更する日にちを記述する 
pnc:部分 部分 イベント 0-n 複合イベントの一つイベントを表す 
pnc:複合表記 複合表記 xsd:string 0-1 複合イベントを記述する 
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Property: 
Property: 包含 
Label: 包含 
Definition: 同時期に存在、ある地域区分を別の地域区分を含むという関係を表す 
URI: <gn:parentFeature> 
Range: 地理的実体 
Domain: 地理的実体 
 
Property: 被包含 
Label: 被包含 
Definition: 同時期に存在、ある地域区分を別の地域区分を含まれるという関係を表す 
URI: <gn:childFeature> 
Range: 地理的実体 
Domain: 地理的実体 
 
Property: 省略名 
Label: 省略名 
Definition: 地名の一部が省略された名称 
URI:  
Value Type: xsd:string 
Domain: 地理的実体 
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Property: 別名 
Label: 別名 
Definition: 地名の正式な名称以外に一般的に使用されている名称 
URI:  
Value Type: xsd:string 
Domain: 地理的実体 
 
Property: 有効日開始 
Label: 有効日開始 
Definition: ある地理的実体が有効になる日を記述する 
URI:  
Value Type: xsd:date 
Domain: 地理的実体 
 
Property: 有効日終了 
Label: 有効日終了 
Definition: ある地理的実体が廃止された日を記述する 
URI:  
Value Type: xsd:date 
Domain: 地理的実体 
 
Property: 連携データ 
Label: 連携データ 
Definition: 該当地理的実体に関連するデータセット、外部 LOD、座標系などを記述する 
URI:  
Value Type: - 
Domain: 地理的実体 
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Property: コンテンツ 
Label: コンテンツ 
Definition: 該当地理的実体の関連コンテンツなどを参照する URL を記述する 
URI:  
Range: rdfs:Resource 
Domain: 地理的実体 
 
Property: 変更前 
Label: 変更前 
Definition: イベントにより変更された地名に対してその変更前の地名を記述する 
URI:  
Range: 地理的実体 
Domain: イベント 
 
Property: 変更後 
Label: 変更後 
Definition: イベントにより変更された地名に対してその変更した後の地名を記述する 
URI:  
Range: 地理的実体 
Domain: イベント 
 
Property: 変更日 
Label: 変更日 
Definition: イベントが変更する日にちを記述する 
URI:  
Value Type: xsd:date 
Domain: イベント 
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Property: 部分 
Label: 部分 
Definition: 複合イベントにおける各イベントを表す 
URI:  
Range: イベント 
Domain: イベント 
 
Property: 複合表記 
Label: 複合表記 
Definition: 複合イベントを記述する 
URI:  
Value Type: xsd:string 
Domain: イベント 
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災害アーカイブ資料間のリンキングを指向した地名変遷
                                
記述のためのメタデータモデルに関する研究
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